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古代・中世を基層に持つ府中・国分寺の場所の力に関する研究
――大國魂神社を中心とした地域構造
The study on power of place in Kokubunji and Futyu where made ancient and medieval times the origin.





　This paper is what was discussed clue terrain,road,festival,excavations the ecolution of urban planning of 
Fucyu and Kokubunji. 



















































































この道は 650 〜 700 年代につくられ、国府の衰退ととも
に一旦は消滅し、その後少しずれた場所うに鎌倉街道が
つくられる。この道は現在一部復元されており、道路幅


































































31988（昭和 61）年に宮町 2 丁目の発掘調査が終了し、
推定国庁跡を発掘した。国衙は実際の政務を行う場所で
ある。国衡の成立は、今のところ大型の掘立柱建物が 7




































中駅は神社から徒歩 10 分、JR 府中本町駅の駅は徒歩 5
分以内と、車、電車どちらでもアクセスも良い場所にあ
る。
大國魂神社神社の由緒書によれば、第 12 代景行天皇 41





























































































































































































































































品川海上禊払式は、現在は 4 月 30日に行なわれている
が、4 月 25 日に行なわれていたことが記されている。
四月廿五日、府中六所の宮の神主、品川貴船明神社の流
れにて垢離をとり、五月五日の祭礼まで斎をなす。（天






































































































































































/古代学協会[ 編 ]・63 巻』（2011 年）
「武蔵国衙跡1本篇」（府中市遺跡調査会）『府中市埋蔵














第 1 輯』（官弊小社大国魂神社社務所、1944 年）
馬場大門ケヤキ並木　府中市郷土の森博物館ブックレッ
ト 7』（府中市郷土の森博物館、2005 年）


















市埋蔵文化財調査報告;第 40 集 .国府地域の調査;
29・清水が丘地域の調査 4』（2006 年）
お田植え祭りの様子（江戸名所図会より）
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